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福島県、沼尻鉱・山硫黄鉱床調』査報告

一主として坑内地質，について一

木村　正菅浜地忠男菅高瀬　博管

　　　　　　　　R6sum6　　　　、　　　，
On　Su】pkur　Deposit　in：Numajiri　Mine　in　Fuku面ma　Prefect皿e，witk

　　Speeial　Reference　to憤e　Geology　of　Un（［erg士ounα

　　　　　　by
Tadashi　Kimura，、Tαdao　Hamachi＆Hiroshi　Takase

　Tlle　writers　have　recognized　four　andesite　flows　and　volcεmic　pyroclastic　rocks

in　the　underground　o歪Inoue，Amasαwa　and　Syuzawa　sulphur　deposits．The　sulphur

deposits　occur　cもiefly　in　e＆c込pyroc1αstic　rock　except　a　few　examples．On　this　work

the　writers　could　llot　determine伍e　relation　between　tlle　surface　Iava　flows　and　those

inunderground．　　　　　　　・　　　　　　　　　　　吐

　　　　　1．緒　 言

日召i和26年10月20日力、ら11月7日まで沼尻鉱山の硫

黄鉱床の調査を実施した。ここにその結果を報告する。

当鉱山の鉱床についてはすでに早瀬喜太郎氏鼎はその

成因と母岩の変質につき，五十嵐善之丞氏※罧は特に地　，

質構造と鉱床につき発表されている。
’
今
回 は目程の関係上坑内の地質調査に終り，鉱床個々

の精査および野外地質調査にはおよぱなかつた。ただ天

沢・朱沢および井上鉱床等に属する多くの鉱体の地質上

賦存する位置を，ほぼ確認することができた。坑外の火

山岩類の構造と坑内のそれとの関連性については，追ρ

て別ρ機会に譲るo

なお調査実施に際しては沼尻鉱山採鉱課長篠原善一氏

および同課員の各位に種々便宜協力を受けた。特に総務

課五十嵐善之丞氏には貴重な調査資料の教示を5け種々

5るところがあつた。ここに上記各位に対し深く謝意を

表する次第である。

　　　　2．位置および交通
沼尻鉱山は福島県耶聯郡吾妻村楢木平にあり，1那須火

山脈に属する安達太良山（1，700m）の西方に位置する・

鉱床は沼の平に源を発する湯川（硫黄川）の両岸に点在

し，現在稼行中の天沢・朱沢および井上鉱床は海抜1，300

m前後め地点にあり，湯川北方の地域に散在する。

畳駆床部
畳捧　早瀬喜太郎＝沼尻小串硫黄鉱康に就いて・日本鉱業会誌・VoL64・

葵翠五十嵐善之丞13沼尻硫黄鉱山の地質構造と鎮床に就いて7

　　　　　　　　日本鉱業会誌，VoL67・

当地に至るには下記の径路による。

　　　　　汽　 車　　　　　　徒　歩「磐越西線川桁駅　　　　　→沼尻鉄道沼尻駅　　、→

　　　　1時間15・6km　　　　　　　2時問6km　g山元　 ・

　　　　，3．沿　 革

本地域から硫黄の発見された歴史はわが国においては

もつとも古いもので，稼行されたこともまた相当古い。

昔時は簡単な汲取あるいは袋炉の製煉法を用いて，少量

の硫黄製品を得たもののよ5である。明治初年より欧米

式により蒸気製練法を用い合理的増産をはかつたが，明

　　　　　　ア治33年7月の大爆発のため，事務所・工場等ことごとく

飛散倒潰し，82名の犠牲者を出した・明治37年東京の山

田愼氏が企業再建に努め，明治39年岩代硫黄株式会肚を

創立，さらに明治40年4月日本硫黄株式会肚として操

業を開始した。以後順調に開発され，明治末期には磐越

西線川桁駅から沼尻まで15．6kmの間專用鉄道1を設け，

さらに大正5年頃沼尻駅製燥所間（2．2km），製煉所山元

聞（2．7km）に鉄索を設けた。－昭和11年には粗鉱量月

7，000t（精鉱約1，400t）を産出したが，その後産額は

減少し，昭和25年には粗鉱量49，615t，・硫黄5，400t

を産出した。

沼尻鉱山
1．鉱区…番号　編島県採登　50，232，3馨，

　　　　　〃　　試登　8，808，8，930

2．鉱種名硫黄・硫化鉄鉱
3．鉱業権者　東京都千代田区丸の内鉄鋼ビノレ

　　　　　日本硫黄棟式会批

25一（247）
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地質調査所舟報（第4巻第4号｝

山岩類に分けることができる（第1・2図参照）。

5．鉱　　床

　当地域に胚胎ずる鉱床の賦存状況は次の通りである。

　　箇所別　　分　　布　　範『囲
　沼の平鉱床　沼ノ平西側牢右　500m×250m

　霜降山鉱床　霜降山西南麓　　土砂埋没不明

　陣笠山鉱床　陣笠山南湯川北　100m×、80m

　湯川鉱床　湯川沼湯元附近　露頭6点在

　井上鉱床湯川北側　　，550m×200m

類灘隻懇／85・m×・8・m

今回の調査は井上・天沢および朱沢鉱床の坑内調査の

みで，坑道総延長20kmにおよぶ坑道の5ち，崩壊およ．

びガス噴出り準め調査不能の部分はあつたが，おおよそ

の地質構造は把握すること：ができ・たo一

5．1調査方法

各坑道準ごとに安山岩と火山砕屑岩との上下関係を確

認し・それによつて地質図を作製し塾さらに各坑道準間

に露われる安山岩の相互の関係をつきとめ，最下位の坑

道準々ら順次上下関係を決定することにした。

5・2坑内の地質

上部山神坑準の末広向斜坑分岐点附近に見られる安山

岩を便宜上1枚目として，それより下方へ順次2。3お

よび4枚目の安山岩と名づけ，・火山砕屑岩ほ上記1枚目

の安山岩の上に分布するものを1枚目の火山砕屑岩とし

て・下方に順次2・3および4枚目の火山砕屑岩と名づ『

ける。従つて坑内では上部から下部へ向い，次の如き火

（1）

（2）

＜3）

（4）

、（5）

（6）

（7）

1枚目の火山砕屑岩

1枚目の安山岩

2枚目の火山砕屑岩

2枚目の安山岩

3枚目の火山砕屑岩

3枚目の安山岩

4枚目の火山砕屑岩

　5．’34枚目の安山岩

　5．3．1安山岩類
　いずれも緻密堅硬で渤黒色を呈する両輝石安山岩で，

肉眼的には各熔岩流を識別することは困難である。一般

に各熔岩流を見ると，概してその下面には板状櫛理が著

しく発達することが多く，その傾斜は20。以下で凹凸が

はなはだしい。上面は多くはかつて露天化作用を受けて

分解されたものの如く，その上部に安山岩の巨礫を混

え，漸次火山砕屑岩に移行してその境界が明瞭でないと

ともあるが，詳細に観察すれぼ区別することのできると

とが多い。一

　5．3．2火山砕屑岩類

　火山砕屠岩には凝友岩・角礫凝友岩～集塊岩柴および

凝友岩質頁岩の4種類に区分される。凝友岩質頁岩は3

枚目および4枚胃の火山砕膚岩中に僅かに分布するのみ

であるが，・他のものは上より下まで普遍的に分布する。

凝友岩・角礫凝荻岩は互に移行するので，その正確な発

達状況は把握できなかつた。

各坑道準に認められた岩暦を，それぞれの坑道準毎に

示轡畝の如くになる。

評“一「「
　ほユコうヨリ。句80・。一δ凱⊇尋ユ夢コrrrrrrr、rr
・’。。。。・ρ・。。。門i’。．コ「「蕊雫r

襲．∈：瓢・0備㌘マ…ご馨…奪i“、．

　　　　　「、　　　　　　，　 。駅、

∠

＋凶　　　巨

嫌

盛鑓発。。
轟箋．←

，年

、

協

［コ零番抗｛一姻
0 50 100面

＿　　　　　　＿、＿＿　　　　　　　　　　第3図　　沼　尻　鉱　山　坑　内　図　ぐ四　番　坑）

菅ここでは安山岩塊（径数Cm～蹴1）を含む砕屑暑を集塊岩と名づけ拠

　　　　　　　　　　　　　　　　　28一（250）



編島県沼尻鉱山硫黄鉱床調査報告r主として坑内地質について一（木村正・浜地忠男・高瀬博）
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第5図沼尻鉱山坑内図（末広向掘）

四番坑一一・4枚目の安山岩およぴ火山砕屑岩が主とし

　　　　て分布し，坑口附近に3枚目の安山岩が1部

　　　　に分布する（第3図参照）。

三番坑一4枚目の火山砕屑岩（第4図参照）

末広向摘坑一4枚目の安山岩および火山砕屑岩（第

　　　　5図参照）
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二番坑一3枚目および4枚冒の安山岩およぴ火山砕

　　　屑岩（第6図参照）

末広向掘中段一3枚目の安山岩およぴ4枚目の火山

　　　砕屑岩（第7図参照）

末広坑L－2枚目の安申岩およぴ火山砕屑岩・3枚目

　　　の火山砕屑岩　　　r

二番坑中段一3枚目の安山岩および火山砕屑岩（第

　　　8図参照）

山神坑（井上坑）一1枚目の安山岩・2枚目の安山岩

　　　および火山砕屑岩・3枚目の火山砕屑岩

上部山神坑一1枚目の安山岩・2枚目の安山岩およ

　　　び火山砕屑岩・3枚目の安山岩（第9図参照）

北盛坑中段一1枚目の安山岩i2枚目の安山岩およ

　　　び火山砕屑岩

北盛坑一1枚目の安山岩・、2枚目の火山砕屑岩　、

本坑中段一1枚目の安山岩・2枚目の安山岩および

　　　火山砕屑岩・3枚目の火山砕屑岩

天沢中段一2枚目の安山岩・3枚目の火山砕屑岩

　　　（第10図参照）

二　中　段ズ＋3G肌）．

　本坑二中段一1枚風の安山岩およぴ火山砕屑岩・2

　　　　枚目の火山砕屑岩

　天沢風坑一1枚目の安山岩・2枚目の火山砕屑岩

　　　　（第11図参照）

　5．4構　　　造

　各安山岩の分布ならびにその変化の状況却よび各火山

砕屑岩の厚さの変僻ついて滴単に瀬する・搬に

鉱体の内部およぴその周辺においては，母岩は著しく変

質作用を受けて，しぼしば安山岩と火山砕屑岩との間の

区別は甚だ困難な場合が多いので，周囲の状況から推定

して到断を下した。

　5．4．1　1枚目の火山砕屑岩

　その上限が坑内で観察が充分でなかつたの．で厚さは不

．明である。全体として緩傾斜でほぼ東から西へ向い1枚

目の安山岩を被覆して分布する。

　5．4．2　1枚目の安山岩

　坑内における観察では全体として北策方向から南西方

向へ緩傾斜をなして流れているものの如く，部分的には

上部山神坑・山神坑およぴ本坑二中験において背斜状を

や
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　　地質’調’査二所月報’（第4巻第4』号）

零磐

200孤

なし小規模の波状構造をなす・特に本坑二中段と天沢風

坑との関係では相当に複雑な波状構造を呈する。一般に

その厚さは数m位である。

　5．413　2枚目の火山砕屑岩

　本暦は最も厚い所で20数mにおよぶ。北東方向から

南西方向へ緩傾斜をなして，2枚目の安山岩を覆5。

　5．4．4　2枚昌の安山岩

　本熔岩は上部山神坑・山神坑および本坑中段では，大

体北東から南西へと緩傾斜をなして流れているが，天沢

中段では1部ドーム状構造を呈する。本岩の厚さは確認

できる範囲では数m程度である。

　5．4。5覧3枚目の火山砕屑岩

　1本暦は：農も厚い部分では20数mに蓬し，比較白勺広範

囲に亘つて20数m内外の厚さを保つ。その下部の境界

は相当に凹凸が激しく，なお1部には珪化木が水平に発

一

達する等の点から推して，生成当時には部分的に沼地の

発達していたものと考えられる。

　5．4．6　3枚目の安山岩

　本暦は比較的厚さおよび分布状況も不規則で，その最

厚は2嵌m位であり’，特にゆるやかなドーム構造の発達

が著しい。

　5．4．7　4枚目の火山砕屑岩

　本暦の下面は4枚目の安山岩の谷状構造に支配され，

その最も厚い所は20mを越える。ここでも水平の珪化

木が分布するので，かつては恐らく沼地であつたことが

推定される。

　5．4．8　4枚目の安山岩
　下限が確認されないのでその分布状況は不明である。

　要するに安山岩熔岩もそれに伴づ火山砕屑岩も，その

厚さは比較的に不規則で時には火山砕屑岩が全く欠如し
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　　　　　　　　　　　　第10図　沼尻鉱山
て，安山岩が直接接触する場合もある。その著しい例

は末広向掘斜坑で，火山砕屑岩の挾みがないので，1枚

目から4枚目の安山岩が見掛上1枚の安山岩のよ5に見

えて，それら相互の識別は甚だ困難である。またそれぞ

れの厚さについては生成当時のそれを必ずしも示さず，

それらの上面は風化浸蝕のため削剥されていることは当

然である。

　5．5鉱床の賦憲位置

　各鉱床の賦存する位置塗地質上より見れぼ，次の通り

である。、，

　　1枚目の火山砕屑岩一本坑二中段探掘場’

　　1枚目の安山岩一北盛坑採掘場

　　2枚目の火山砕屑岩一本坑中段採掘場・北盛

　　中段探掘場・本坑道探掘場・山神坑井上鉱床

坑 内　図　（天　沢　中　段）

　　西部・山神坑探掘場・天沢風坑

　　3枚目の火山砕屑岩一二番坑七号採掘場・上

　　部山神坑西向および天沢探掘場・山神坑井上

　　鉱床東部・天沢中段裸掘場・土番坑5号採掘

　　場上部

　　4枚目の火山砕屑岩一三番坑探掘場・二番坑

　　5号南向および東向探掘場

　安山岩を鉱染交代しだ鉱体としては，北盛坑操掘場と

二番坑五号探掘場とがあり，特に二番坑五号探掘場では

山神坑左入探掘場と蓮続した探掘場で掘られ，2枚目お

よび3枚目の安山岩とその上下の火山砕屑岩とを含んで

鉱体となつている。しかし概して鉱床の胚胎するのは主

として火山砕屑岩であり，僅かに安山岩熔岩もまた部分

的に鉱染交代されて，鉱体となつていることがあるQ
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第11図　沼尻鉱山坑内函（天沢風坑）

　5．6変質作用
　変質作用についてはすでに早瀬氏の精密な研究がある

が，今回肉眼酌に識別しやすい蛋白石化作用と硫化鉄鉱

化作用について簡単に説明する。

　安山岩は節理あるいは割目に沼’い蛋白石化作用を受け

易く，特に板状笛理の発達する場合に，その作用が進む

とそめ面に平行に縞状構造を示し，硫化鉄に富む部分と

蛋白石化作用の著しい白色の部分が，交互に発達し美麗

な縞状をなす。これがさらに風化分解作用を受けると，

凝友岩が変質されたものと識別が困難である。また蛋自

石化作用の著しいものと硫化鉄に富む部分とが，同心円

状匡リーゼガング現象を呈することが多い。蛋白石化作

用の著しい場合は母岩は普通緻密となるが，山神坑では

この作用が弱くまつたく粒状を呈するものがある。

　一般に同じ強さのガスあるいは溶液の作用を受ける場

合に，緻密な安山岩はやや多孔質な火山砕屑岩に比べて

変質度は低い。

　5．7　鉱床と構造との関係・

　各鉱床はほとんど全部火山砕屑岩に胚胎し，しかも各

安山岩はその下の鉱体に対してキヤツ7。・ツクの役割を

果している。ごれは鉱化ガスまたは溶液が，安山岩中に

おいては節理あるいは割目に沼つては上昇し易いが，一

般には緻密なために拡散し得ずに，下部の火山砕解岩中．

において滞溜し充分交代作用を行つて，鉱体を形成する

ためである。

　鉱化作用の通路としては（1）断暦・割目または圧砕

帯等の弱線，（2）妥山岩の蔀理，等が考えられる。鉱化

作用の方向性あるいは鉱体群の方向に関係のあるこれら

の構造線については，今回の調査では明白に把握するこ

とができなかつた。ただ上部山神坑・天沢採掘場の1部

で，N60～70。Wでほとんど垂直な多．くの割月が見られ

たが，これは局部的な規模を持つに過ぎない。

34一（256）



職

福島県沼尻鉱山硫黄鉱床調査報告一主として坑内地質について一（木村正・浜地忠男・高瀬博）

（1）採

（2）探

（3）i運

聖
（ 4）選

6．稼行状況

掘　土砂充填残柱法足尾式＃25墾岩機4台

鉱　試錐およぴ坑道掘進の併用

試錐機蔽v枷4台（群鋤
難岩機｛Ω二稲怠

搬　坑内，エンドレス（500m．1回平均’12t）

　　坑外　元山一製煉所　2．7km

　　　　　製練所一沼尻駅　2．2km

　　　　　バケツト．100（％t）

鉱　手選および節分（3”以下を硫化鉱として

　出荷）

（5）製　練

（6）労務者

（7）出荷先

　　硫　黄

硫化鉱

焼取憾昇法14枚式3基（capacity6t）

　　　　　　12枚式16基（’”　　　6t）

燃料　石炭（製品　1石炭　1）

歩留　70％

・坑内　130　坑外』80　製練　300

職員’50

岡山県邑久郡朝日村犬島

　日本硫黄：K．Kl岡山工場

編島県石城郡小名浜町

　日本水素K．K．小名浜工場

新潟県

　日本硫曹K：．K．

＼

7．鉱　　産　　額

鉱 産 額 表

年度月別

「
1　粗 鉱 製　練’元　鉱』

1生産量（t）品位（％）£

昭和25年、

昭和26年
1　月

2　月

3　月

4月

5　月

6　月

7　月

8　月

9　月

10月

4，615

4，902

3622，7

4，391

4，590

5，079

5，137

5，424

4り507

4，7461

4993
　，

29．7

29．18

29．17

31．03’

29．75

30．66

30．00

29．00

29．70

29．70

29．00

硫　　化　　鉱

受入量（t）品位（％）1出荷量（t）品位（％）

27，128 28．52

2，856　27．59

2，745　27．65

3，267　29．50

2，957　29．38

3，727　29．85

4　080　　　　　28．38
，

3　419　　　　　27．62
，

3598，　　28．06
，

3，894i　28．17

3　567　　　　　27．12
，

18，014

1，527

　869

888

952

1，015

1，242

1，060

　919

1051
，

1083
P

30．96

30．79

30．88

32．75

32．59

33．41

31．62

30．83

31．56

31．57

31．22

製　品　硫　黄

出荷量（t）品位（％〉

5伊399

7－522

476

612

554

722

720

671

636

649

630

99．91

平均
　99．98
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　　　　　　　　8。　結　　　論

調査の結果明らかになつた点は，次の通り略ある。

1）坑内に1おける各4枚の安山岩および火山砕屑岩の・

　存在。

2）鯨は安酷中より火師網岩中曙しく賦存し』

　易い。

　しかしながらなお家の点が不明であり，今後の調査を

またねぱならない。

（第4巻　第4号）

　1）館床群の方向性の存在・

鉱体群は断層や割睡の地質構造厳酵れるこ勢

　多いが，これらの解明は今後の探鉱に多大の指針を与

　える可能性がある。

　2）坑内の安山岩と坑外のそれとの対比

　顕微鏡的匠各安山岩の区別ができるかど5か疑問であ

　り1）よりなお困難であらづdしかし現在会肚側が問

　題にしている薪山地区（湯川より南方）の地質鉱床の

　解明には，噌応その必要性が認められる。、、

　　　　　　　　　　　　（昭和26年10～11月調査）

～
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